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飛ctか
せ

・初競り

新春の風物詩の一つ、初競り。ここ秋

和にある青果物市場では 1月 5日、小売

庖主など約100人が一堂に会して、初荷の

りんご、みかん、玉ねぎ、きゅうりなど

を瞬く間に競り落と してい きました。張

り詰めた雰囲気と威勢のよいかけ声が印

象的でした。

市民と市長の日 2月1日(水)午前9時から正午まで、市役所3階市長室で行し、ます。お気軽にどうぞ



土
木
・
農
林
な
ど

重
点
に
補
正

『
歴
史
の
散
歩
道
』
の
整
備
毛

十
二
月
市
議
会
定
例
会
ガ
昨
年
十
二
月
六
日
か
ら
同
二

十
一
日
ま
で
、
十
六
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
だ
。
今

回
は
、
昭
和
六
十
二
年
度

一
般
会
計
決
算
認
定
、
昭
和
六

十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
水
道
条
例
の

一
部
改
正
、

教
育
委
員
の
任
命
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
な

ど
四
十
四
議
案
ガ
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決

・
承
認
さ
れ

ま
し
だ
。
初
日
の
市
長
提
案
説
明
の
要
旨
と
決
ま
つ
だ
主

な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

下
之
条
か
ら
下
之
郷
間
(約
五
J
)

に
つ

い
て
は、

す
で
に
関
係
九
自
治

会
に
対
し
て
説
明
会
を
実
施
。
六
自

治
会
か
ら
測
量
調
査

の
立
ち
入
り
に

つ
い
て
了
解
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
残

る
自
治
会
に
つ
い
て
も
、
い
っ
そ
う

市
長
提
案
説
明

上
回
都
市
環
状
道
路

予算額

制意6，034万 2千円

1，412万円

12月市議会で決まった63年度予算
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の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

上
回
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
の
目
玉

事
業
と
な
る
上
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
。

建
設
用
地
の
買
収
に
つ
い
て
は
、
大

方
の
地
権
者
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
が

得
ら
れ
、
い

よ
い
よ
本
契
約
の
交
渉

の
段
階
に
。

ま
た
、
県
営
西
上
田
工
業
団
地
に

つ
い
て
も
、
用
地
買
収
の
契
約
が
済

み
、
三
月
完
成
を
目
指
し
て
造
成
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

粉
じ
ん
対
策

. 5，093万円

-市道整備事業(通学用道路となる材木町染

屋線などの用地買収費ほか) . •• 8，220万円

・市役所駐車場東側に「歴史の散歩道」 を整

備 (延長80t;i:) ・・・一........•.. . • . •. 2，700万円

る補助金(追加介)--
3255 

-相染閣の消防施設の整備に......••• 880万円

-五中体育館入口への身障者用スロープの設

置工事に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100万円

・上回東高運動部後援会からのご寄附による

スポーツ振興基金への積立金・・・・・・・・・50万円

-昨年 10月の雪害による農業施設の復旧、病

害虫防除などへの助成に・・・・・・・・・ 1，629万円

・土地改良事業 (小井田地区の農道整備、秋

和地区の水路改修など)…一....3，960万円

-昨年 8月、 9月の豪雨による農業用施設の

災害復旧事業(五加水路ほか)一.2，051万円

[2] 広按うえ万 1.1.16 

-東塩田林間工業団地、小泉工業団地への進

出企業の用地取得、工場の設置 などに対す



去
る
十
一
月
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

問
題
市
民
代
表
者
会
議
を
聞
き
、
積

極
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
確
認

と
協
力
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
本
年
は
粉
じ
ん
収
集
車
を
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
非
装
着
期
か
ら
稼

動
し
、
清
潔
な
環
境
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
美
し
い
街
並
み
の

創
造

の
た
め
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
。

別
所
線
電
車
の
存
続

別
所
線
は
、

今
日
、
千
曲
川
左
岸

地
域

の
交
通
渋
滞
解
消
と
い
う
面
か

ら
も
地
域
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

「歴史の散歩道」として整備される

市役所駐車場東側の歩道

首
都
圏
情
報
機
能
の

地
方
分
散
構
想

郵
政
省
の
こ

の
計
画
に
、

受
け
入

れ
地
域
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
る
こ

と
に
。
地
元
企
業
に
と
っ
て
も
首
都

圏
と
の
通
信
網
の
整
備
に
よ
る

メ
リ

「昭
和
」
の
時
代
終
わ
る

ひ
ろ
ひ
と

天
皇
陛
下
(
御
名
・
裕
仁
)
は
、

一
月
七
日
出
午
前
六
時
三
十
三
分
、

十
二
指
腸
乳
頭
周
囲
シ
ュ
ヨ
ウ
の
た

め
、
皇
居
・
吹
上
御
所
で
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
八
十
七
歳
の
ご
生
涯
で

品
、
さ
ひ
と

し
た
。
皇
太
子
明
仁
親
王
(
五
十
五

歳
)
は
直
ち
に
皇
位
を
継
承
、
新
天

新
元
号
は

寸
平
成
L

皇
に
即
位
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
は
「
昭
和
」
に
代
わ
る
新
元

号
を
「
平
成
」
と
決
定
、
公
布
し
、

八
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

「
広
報
う
え
だ
」
で
は
、
次
号
(二
月

一
日
号
)
で
「
昭
和
天
皇
と
上
田
」
と

題
す
る
記
事
を
掲
載
の
予
定
で
す
。

教
育
委
員
に

湯
本
さ
ん
、
小
泉
さ
ん

ッ
ト
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

水
道
料
金
の
引
き
上
げ

水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
と
安
定

し
た
飲
料
水
な
ど

の
供
給
を
確
保
す

る
た
め
に
、
料
金
の
引
き
上
げ
を
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。

主
な
条
例
の
改
正

-
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例

の
一
部
改
正

石
井
光

一
さ
ん
(
大
手
町
)
か
ら

の
ご
寄
附

(
五
百
万
円
)
に
よ
る
基

金
の
額
の
改
正
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

長
野
県
弁
護
士
会
副
会
長、

弁
護
士

教
育
委
員

訴 ょ

ん

〉
さ

泉

涯

歳
泉

臼

略
歴
:
・
上
田
繊
維
専
門
学
校
製
糸

科
卒
業
、

側
信
光
技
研
専
務
取
締
役
、

側
信
尚
専
務
取
締
役
、
教
育
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に

遠
藤
さ
ん

総
額
は
四
千
百
二
十
万
円
に
。

-
上
田
市
水
道
条
例
の
一
部
改
正

上
田
市
水
道
料
金
審
議
会

の
答
申

に
基
づ
く
水
道
料
金
の
改
定
で
、
四

月

一
日
か
ら
、
平
均
四

・
三
五
%
の

引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

-
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図

る
た
め
、
川
西
社
会
体
育
館
を
小
泉

に
設
置
す
る
た
め
の
所
要
の
改
正
で

す

(l
関
係
写
真
七
ペ
ー
ジ
)。

次
の
意
見
書
が
今
回
の
議
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
定
例
市
議
会
で
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
に
遠
藤
芳
男
さ
ん

が、

市
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
(
再
)

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
三
年
。

臨
盤
強

ん

〉

、
も

1
3
2
h
鱒
髄

さ

野

区以
統
的問

1
1

1

鰯
麟
竺
謹

(

略
歴
・
:
上
回
繊
維
専
門
学
校
卒
業
、

上
田
市
議
会
議
員
、
社
会
福
祉
法
人

り
ん
ど
う

の
会
上
回
ひ
も
ろ
ぎ
園
理

事
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

-
北
陸
新
幹
線
の
昭
和
六
十
四
年
度

(
平
成
元
年
度
)
本
格
着
工
並
び

に
信
越
本
線
「横
川
・
軽
井
沢
間
」

の
存
続
に
関
す
る
意
見
書

-
私
学
助
成
の
充
実
強
化
に
関
す
る

意
見
書

・

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」

の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

-
米
の
市
場
開
放
絶
対
阻
止
に
関
す

る
意
見
書

広報うえだ 1.1.16 【3]



粉
じ
ん
は

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
道
路
粉

じ
ん
に
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
道
路

標
示
の
ペ
ン
キ
、
ス
パ
イ
ク
ピ
ン
の

金
属
粉
な
ど
が
含
ま
れ
、
こ
れ
が
健

康
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
特

に
、
直
径
十
ミ
ク
ロ

ン
以
下
の
細
か

い
粉
じ
ん
は
、
気
管
や
肺
の
奥
ま
で

入
り
込
む
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
研
究
か
ら
心
配
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

健康メモ

成人病の原因に

“高脂血症"

ど金

健
康
に
悪
影
響

肺
の
組
織
が
硬
く
な
る

環
境
庁
は
昨
年
八
月
、
一
年
半
に

わ
た
っ
て
ラ
ッ
ト
(
ね
ず
み
)
に
高

濃
度
の
粉
じ
ん
を
吸
入
さ
せ
た
実
験

結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ

る
と
、
粉
じ
ん
が
肺
に
沈
着
し
た
り
、

肺
の
組
織
が
硬
く
な
る
現
象
(
線
維

化
)
が
判
明
し
ま
し
た
。
線
維
化
は

軽
度
で
あ
っ
て
も
好
ま
し
く
な
い
症

健
康
相
談
で
よ
く
受
け
る
も
の
に

「
成
人
病
検
診
を
受
け
た
ら
、
高
脂

血
症
な
の
で
食
事
に
注
意
す
る
よ
う

に
言
わ
れ
た
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
」
と
か
「
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
の
値

が
高
い
と
言
わ
れ
た
の
で
心
配
」
と

い
う
相
談
が
あ
り
ま
す
。

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多

い
と
、
動
脈
硬
化
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
の
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
で
は
高
脂
血
症
と

い
う
も
の
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
で

状
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
心
配
さ
れ
て
き
た
健

康
へ
の
悪
影
響
が
、
今
回
の
研
究
で

も
明
ら
か
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。

最
大
の
被
害
者
は
子
ど
も

粉
じ
ん
の
被
害
は
歩
行
者
だ
け
で

は
な
く
、
車
内
へ
も
約
八
割
が
入
り

込
む
こ
と
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
に

も
及
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
大

の
被
害
者
は
抵
抗
力
の
弱
い
子
ど
も

た
ち
で
す
。

親
か
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で
通
勤
し
、

子
ど
も
は
粉
じ
ん
の
舞
う
道
を
通
学

す
る
|
|
す
な
わ
ち
親
自
身
で
子
ど

も
の
体
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
の
宝
、
子
ど
も
た
ち
の
生
命

し
よ
う
か
高
脂
血
症
と
は

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
の
値
が
高
い
状
態
を
い
い
ま

す
。血

液
中
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
が
多
い
と
、
血
管
の
壁
に
く

っ
つ
い
て
血
管
を
固
く
し
、
血
液
の

流
れ
を
悪
く
し
ま
す
。

こ
れ
が
動
脈

硬
化
で
す
。
動
脈
硬
化
が
す
す
む
と

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど

を
守
る
た
め
、
そ
し
て
美
し
い
環
境

を
守
る
た
め
、
あ
な
た
自
身
が
脱
ス

パ
イ
ク
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

ピ
ン
抜
き
機
の
利
用
を

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ
ン
抜
き
機

を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く

だ
さ
い
0

・
問
い
合
わ
せ

線

1
3
8
9
)

生
活
環
境
課
(
内

い
わ
ゆ
る
成
人
病
に
な
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

①
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
は

コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
は
脂
肪
の
一
種

で
す
。
動
脈
硬
化
と

の
関
係
か
ら
、

目
の
敵
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は

生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
。
細
胞
を
強
く
し
ホ

ル
モ
ン
や
胆
汁
酸
を
作
る
の
に
必
要

で
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
少
な
す

ぎ
る
と
、
貧
血
を
お
こ
し
た
り
、
ウ

ィ
ル
ス
な
ど
の
感
染
に
対
す
る
抵
抗

フ
ォ
ト
・
ス
ナ
ッ
プ

[4J 

健

上闘
田-

I可

イ
レ

ブ
ン
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上
田
高
が
先
取
点
を
挙
げ
る

(
撮
影
・
信
濃
毎
日
新
聞
社

全
国
高
校
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
上
田
高

サ

ッ
カ
ー
部
は
一
月
二
日
、
一
回
戦

の
相
手
校
・

加
治
木
工
高
(
鹿
児
島

県
)
と
対
戦
し
ま
し
た
。

前
半
は

0
対

0
で
終
わ
っ
た
も
の

の
、
後
半
に
入
る
と
上
田
高
が
先
取

点
を
挙
げ
い
い
ム

l
ド
に
。
し
か
し

残
り
時
間
五
分
か
ら
た
て
続
け
に

2

点
を
許
し
、

1
対

2
で
惜
敗
し
ま
し

た
。
敗
れ
た
と
は
い
え
、
健
闘
し
た



健
康
の
た
め
毎
日
体
を
動
か
し
て

県
選
管
委
員
に

倉
沢
章
平
さ
ん

倉沢さん

(75歳)

昨
年
十
二
月
十
五
日
、

長
野
県
議

会
は
任
期
満
了
に
よ
る
県
選
挙
管
理

委
員
の
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
上
田

市
選
管
委
員
長
の
倉
沢
章
平
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

力
が
な
く
な
り
、
病
気
に
か
か
り
ゃ

す
く
な
り
ま
す
二
方
、

コ
レ

ス
テ
ロ

ー
ル
が
多
す
ぎ
る
と
、

血
管
の
中
に

た
ま
り
動
脈
硬
化
を
お
こ
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル

に
は
体
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

善

い

コ
レ

ス
テ
ロ
ー

ル
と
、
動
脈
硬
化
の

も
と
に
な
る
悪
い

コ
レ

ス
テ
ロ
ー

ル

が
あ
り
ま
す
。

②
中
性
脂
肪
と
は

私
た
ち
は
、
毎
日
活
動
す
る
た
め

に
食
事
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
と

な
る
炭
水
化
物
や
糖
分
を
と
っ
て
い

ま
す
が
、

必
要
以
上
に
と
り
す
ぎ
る

と
脂
肪
と
な
っ
て
体
に
貯
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
肥
満
に
な
っ
た
り

県
議
会
の
投
票
に
よ
る
委
員
の
選

出
は
、
県
会
史
上
初
の
こ
と
で
、
上

田
市
か
ら
県
選
管
委
員
に
選
ば
れ
た

の
は
過
去
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
な

お
、
委
員
の
任
期
は
昨
年
十
二
月
二

十
日
か
ら
四
年
間
で
す
。

市
選
鴇;管

;幸重
長
守
さ
ん

特還さん

(58歳)

血
液
中
の
中
性
脂
肪
が
多
く
な
り
、

動
脈
硬
化
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

高
脂
血
症
を
防
ぐ
に
は

①
食
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

食
べ
す
ぎ
や
偏
食
を
な
く
し
、
何

で
も
ほ
ど
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。
医

師
か
ら

コ
レ

ス
テ
ロ
ー

ル
が
高
い
の

で
、
肉
や
卵
を
制
限
す
る
よ
う
に
言

わ
れ
た
か
た
以
外
は
、
適
度
に
食
べ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
野
菜

や
海
草
、
豆
類
に
多
く
含
ま
れ
る
食

物
繊
維
は
、
糖
分
や
脂
肪
の
吸
収
を

抑
え
る
の
で
、

コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
や

中
性
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

一
日
三
十
食
品
が
食
べ
ら
れ
る

職務代理者に

峯村さん

(74歳)

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
昨
年

十
二
月
十
六
日
、
臨
時
委
員
会
を
聞

き
、
倉
沢
委
員
長
の
県
選
管
委
員
に

選
任
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
委
員
長
お

よ
び
委
員
の

退
職
を
認
め
、
後
任

の

ょ
う
、食
事
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
毎
日
、
体
を
動
か
し
て

運
動
は
、

血
液
の
循
環
を
よ
く
し

脂
肪
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、
善
い

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
を
増
や
す
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
急
ぎ
足
で
歩
く
よ
う

な
軽
い
運
動
が
効
果
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
続
け
て
や
り
ま
し

ょ
う
。

③
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

高
脂
血
症
と
言
わ
れ
で
も
、
症
状

が
現
わ
れ
に
く
く
、
気
づ
い

た
と
き

に
は
、
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

も
の
で
す
。
定
期
的
に
検
診
を
受
け
、

体
の
状
態
を
知
る
と
と
も
に
、
医
師

の
指
示
の
も
と
に
健
康
管
理
を
し
ま

し
ょ
、
っ
。

委
員
長
に
鴇
津
守
職
務
代
理
者
を
、

同
職
務
代
理
者
に
峯
村
正
幸
委
員
を

選
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
委
員
に
は
十
二
月
十
七

日
付
け
で
白
倉
一
男
補
充
員
が
補
欠

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
補
充
員
は
四

人
選
ば
れ
て
お
り
補
充
の
順
番
に
よ

り
、
委
員
に
欠
員
が
あ
る
場
合
に
委

員
に
補
欠
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
(
地
方
自
治
法
第
一
八
二
条
第

三
項
)
。
委
員
の
任
期
は
平
成
三
年

十
月
十
日
ま
で
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
(
内
線

1
6
7
1
)

上
田
高
イ
レ
ブ
ン
に
応
援
団
か
ら
温

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

県
綱
引
大
会

下
塩
尻
が
準
優
勝

準
優
勝
し
た
下
塩
尻
チ

l
ム

第
六
回
県
綱
引
選
手
権
大
会

(
県

綱
引
連
盟
な
ど
主
催
)
が
十
二
月
十

一
日
、
自
然
運
動
公
園
の
総
合
体
育

館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
県
内
か
ら
力

自
慢
の
六
十
二
チ
l

ム
(
男
子
四
十

五
、
女
子
十
七
)
が
参
加
し
て
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
、
自
治
会
や
職
場
の

仲
間
で
編
成
し
た
六
チ
ー
ム
(
男
子

四
・
女
子
二

)が
出
場
し
ま
し
た
が
、

こ
の
う
ち
「
下
塩
尻
な
ん
じ
ゃ
も
ん

じ
ゃ
」
チ

l
ム

(
女
子
の
部
)
が
み

ご
と
、
準
優
勝
し
ま
し
た
。
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年
明
け
の
一
日
、
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
が

太
郎
山

へ
。
あ
い
に
く
の
曇
リ
空
で
、
初
日
の
出
は
参

拝
で
き
な
か
っ

た
も

の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
山
頂

の
新
年

を
た
ん
の
う
し
ま
し
た

(l
写
真
上
)
。
ま
た
、
中
吉

田
地
区
で
は

一
月
四
日
、
同
育
成
会
な
ど
に
よ
る
「
お

正
月
お
楽
し
み
会
」
を
中
吉
田
公
民
館
で
開
催
。

こ
の

日
の
目
玉
は
マ
ラ
ソ

ン
大
会
で
、
チ
ビ

ッ
コ
三
十
人
が

参
加
。
透
き
通

っ
た
青
空
の
も
と
、
寒
さ
を
忘
れ
元
気

よ
く
走
っ
て
い
ま
し
た

(1
写
真
左

)。

‘
』
a明

暴力追放のスクラム

がっちりと
信州の鎌倉 .JjJj所温泉に暴力は断じて入

れない一一ーと、昨年12月22日、「別所温泉暴

力追放区民総決起大会」が相染閣で聞かれ

ました。別所温泉の自 治会などで組織した

暴力追放推進協議会と上回警察署の主催で、

地元住民や関係者約300人が出席。この席で

片岡上田警察署長は、 「暴力団は住民ノぞワ

ーがも っと も怖い。被害にあわないよう互

いに連絡を取り 合って」とあいさつ。最後

i に、全員で大会決議を確認しました。

引ドーム£ 手暴力1ιうえEH.終決起t会

[6] 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

川
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
マ
塚
原
勝
美
様

(
軽

井

沢

町

)

モ

叩
ル
モ

ッ
ト
五

匹

公

園

飼
育
用
に

…
マ
小
井
土
昭
二
様

(
下
川
原
柳
町
)

伽
書
籍
九
十
九
冊
北
小
学
校
図
書
室

叩
小
井
土
文
庫
と
し
て

川

マ

匿

名

五

千

円

社

会
福
祉
基
金

伽
積
立
金
と
し
て

…

マ

林

四

郎

様

(東
京
都
杉
並
区
)

'

「
歌
舞
伎
人
名
事
典
」
「
漢
文
名
作

叩
選
」
「
大
辞
林
」

点

字

図

書
館
校

川
正
用
辞
書
と
し
て

川
マ
掛
ス
テ
ー
キ
宮
様
十
三
万
七
千

叩

円

社

会

福

祉

基
金
積
立
金
と
し

て

川
マ
上
田
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
様

伽
五
万
円

(
チ

ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ

l
収

川
益
金
の
一

部
)

青

少
年
健
全
育
成

川
基
金
と
し
て

伽
マ
ス
ナ
ッ
ク

「
た

ま

」

様

一

万

五

叩
千
八
百
七
十
四
円
社
会
福
祉
基
金

川
積
立
金
と
し
て

広報うえだ 1.1.16 



上回演芸館と

柳町通り

。>

体力づくりに-
川西社会体育館が完成

市が小泉地区に建設していた川西社会体

育館が完成し、12月25日オープンしました。

上田市では初めての社会体育館で、鉄骨平

屋建て、建築面積は988平方江あり、総工費

は約 1億3，000万円。バスケットボール 1面、

バレーボール 2面がとれる広さがあります。

今後は、体力づくりの拠点として川西地区

の皆きんに利用されることでしょっ。

企
古
い
町
並
み
に
こ
つ
然
と
建
っ
し
ゃ

れ
た
演
芸
館

城跡公園
電柱など撤去

電線を気にせず写真が撮れます一一市で

はこのほど、上田城跡公園内の南、北やぐ

ら東側などの電柱や電線(一部)を撤去し

ました 。 すでに、電線約600 ~~ を地下埋設し

ており、これていやぐら付近の景観がすっき

り。記念写真にもじゃまになりませんね。

すっきり

提供者

池田栄子さん
(57歳・ 柳町〉

市
民
に
娯
楽
を
提
供

上
回
演
芸
館
と
柳
町
の
家
並
み
で

す
。
父
が
撮
影
し
た
一
枚
で
、
時
代

は
大
正
の
終
わ
り
ご
ろ
。
演
芸
館
は

大
正
八
年
に
完
成
、
以
降
昭
和
十
八

年
ま
で
、
市
民
に
活
動
写
真
や
演
劇

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
白
亜
の
殿
堂
」
と
も
い
う
べ
き

こ
の
建
物
は
モ
ダ
ン
な
洋
館
造
り
。

........mu・・mm.mm.・1111・-“uu.・1111・...111...1111・・・1111・'11111"・1111"11111・・・11m.・IIIIT-"II."‘1111・・・1111・-

にご協力を

上田市から暴力を追放しま

しょっ。

①暴力団を恐れない。

②暴力団を利用しない。

③暴力団に金を出さない。

(上田市暴力追放会議)

、暴力三ない運動、
ド
ー
ム
型
の
屋
根
や
正
面
の
ア

l
チ

が
特
徴
で
、
北
国
街
道
に
異
国
情
緒

を
漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
外
観
と
は

対
象
的
に
、
内
部
は
一
階
が
畳
の
広

間
、
コ
の
字
型
に
配
さ
れ
た
二
階
は

す
べ
て
升
席
。
弁
士
が
熱
弁
を
ふ
る

い
、
館
内
を
盛
り
上
げ
て
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

こ
の
こ
ろ
の
柳
町
は
、
絹
糸
商
を

中
心
に
、
た
ば
こ
屋
、
生
薬
屋
、
穀

屋
な
ど
が
軒
を
連
ね
、
け
つ
こ
う
に

ぎ
や
か
だ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
写
真

手
前
の
着
物
姿
の
子
ど
も
た
ち
ゃ
保

命
水
に
水
を
く
み
に
行
く
婦
人
も
興

味
深
く
、
当
時
の
風
俗
の
一
部
を
か

い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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一一圃

障
害
・
母
子
年
金
な
ど

支
払
月
、
か
変
わ
り
ま
す

年
四
回

(三
月
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
)
支
払
わ
れ
て
い
た
障
害
年

金
な
ど
の
支
払
月
が
、
今
年
か
ら
年

六
回
に
変
わ
り
ま
す
。

年
金
の
種
類
障
害
年
金
、
母
子
年

金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、

寡
婦
年
金

変
更
内
容
マ
支
払
月

1
二
月
、
四

月
、
六
月
、
八
月
、
十
月
、
十
二

月
の
年
六
回
マ
支
払
日

l
支
払

月
の
十
五
日
(
十
五
日
が
土
曜
日

の
場
合
は
十
七
日
、
日
曜
日
の
場

合
は
十
六
日
)

問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

(内
線

ド
1
3
6
5
・
1
3
6
6
)

上
田
創
造
館
で

写
生
会
絵
画
展

マ
と
き
一
月
二
十
六
日
同
か
ら

一
一
月
八
日

制

マ

と

こ

ろ

上

田

創

造
館
美
術
館
マ
展
示
作
品
昨
年

十
月
、
長
池
公
園
一
帯
で
行
わ
れ
た

写
生
会
の
作
品
を
展
示
マ
入
場
料

無
料動

<ω
の
健
康
相
談

開
設
し
ま
す

市
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
お

悩
み
の
か
た
の
た
め
に
「
動
く
心
の

健
康
相
談
」
を
開
設
し
ま
す
。

新
元
号
の
制
定
に
伴
う
公
文
書
の
取
扱
い

一
月
八
日
か
ら
新
元
号
が
「
平

成
」
と
改
元
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

六
十
四
年

一
月
七
日
以
前
に
市
か

ら
お
送
り
し
た
納
税
通
知
書
な
ど

の
公
文
書
は
「
昭
和
」
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
す
べ
て
有
効
で
す
の

で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

①
夜
、
眠
れ
な
い
。
②
気
持
ち
が

沈
み
が
ち
で
あ
る
。
③
イ
ラ
イ
ラ
す

る
。
④
子
ど
も
の
落
ち
着
き
が
な
い
。

⑤
学
校
へ
行
く
の
を
嫌
が
る
な
ど
。

(
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
)

マ
と
き
二
月
十
日
樹
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分
マ
と
二

ろ

川
西
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ

申
込
方
法
一
月
三
十
一
日

ωま
で

に
保
健
予
防
課
(
内
線
1
3
7
6
)

ま
た
は
川
西
支
所
(岱
@
2
0
0
2
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
マ
そ
の
他

相
談
は
専
門
の
医
師
が
あ
た
り
ま
す
。

市
へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
L

の
提
出

平
成
元
年
度
、
市
へ
物
品
の
納
入

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
「
見
積
参
加

願
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
次

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
提
出
期
限
二
月
一
日
制
か
ら

同
二
十
八
日

ωま
で
マ
提
出
書
類

①
見
積
参
加
願
②
営
業
概
要
調
書
③

事
業
経
歴
書
④
納
税
証
明
書
(
事
業

税
、
市
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
国
民
健
康
保
険
税
)

の

原

本

各

一

通

マ

提

出

先

管

財

課
(
市
役
所
本
庁
舎
三
階
、
内
線
1

2
6
4
・
1
2
6
5
)
マ
そ
の
他

指
定
用
紙
は
一
月
か
ら
管
財
課
で
お

渡
し
し
ま
す
。

県
科
学
振
興
会
で
は
、
科
学
技
術
叩

の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
然
科
学
の
川
一

研
究
を
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
団
体
い
一

に
、
次
の
と
お
り
助
成
し
ま
す
。

川
一

マ
交
付
部
門
①
小
・
中
学
校
お

山

一

よ
び
高
校
の
教
員
②
大
学
、

研
究
所
、
川
一

試
験
場
な
ど
の
研
究
者

(大
学
の
講

川

師
以
上
お
よ
び
学
生
を
除
く
)
③
一
川

般

マ

申

込

期

限

四

月

二
十
八
日
叫

幽
マ
申
込
先
市
商
工
課
(
内
線
川

1
4
0
3
)
マ
問
い
合
わ
せ
県
広
い

報
文
書
課
内
県
科
学
振
興
会

(
2
0
小

2
6
2
⑧
4
3
3
4
)
マ

そ

の

他

一

時

…

か

約

肘

実
用
化
ま
た
は
企
業
化
の
た
め
の
研
い

8

会

き

分

予

日

階

前

員

と

初

b

9

2

究
は
、
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
q

1
I
l
l
i
-
-
11
I
l
l
i
-
-
l
M

一

午

委

b

時

月

舎

圃
金
融
機
関

一

い

一

刷

業

1

階

2

庁

.
d
i
-
-d川
|

一

川

日

豊

麦

3

E

・2
月
か
ら

一川
目
1

イ

削

制

舎

1
2
1

-
完
全
週
休
二
日
制
に

一…
峨
M

3

刊

川

村

配

れ

3

1
1
1
1
-
--

ーー
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1

ぺ

軒
陀
一

と

(

ず

一

は

と

金
融
機
関
が
二
月
か
ら
完
全
週
休
川
か

i
r
b
談

ド

み

続

談

b

一一日
制
に
な
り
ま
す
。
こ

れ

こ

よ

り

、

叫

〈

と

相

樹

こ

内

相

ー

川

月

b

時

律

日

と

(

章

市
税
な
ど
の
納
入
や
市
の
支
払
い

事

川

2

5
法

M

K

V

課

謝

4

務
が
、
土
曜
日
は
で
き
な
く
な
り
ま

州

・

談

後

の

・

境

の

ら

一

相

午

上

倒

分

環

物

カ

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一

一

題

ら

活

日

初

活

建

時

ま

た

、

市

税

や

施

設

の

使

用

料

な

い

聞

か

生

日

時

生

・

1

地

分

常

月

3

…

地

後

ど
を
直
接
市
の
窓
口
で
納
入
す
る
場
川
む農

初

日

2

ら

先

土

午

合

は

、

で

き

る

だ

け

金

曜

日

の

午

前

川

①

②

③

中
ま
で
に
納
入
し
て
く
だ
さ

い
。

r8J 

科
学
研
究
費
を
助
成
し
ま
す

市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

今月の納税〉

市県民税

国民健康保健税

広報うえだ 1.1.16 

納期限は 1月31日(火)です。
よろ しくお原質いします。

-収税課(内線1304)



ほ
か
、
ア
パ

ー
ト
名
・
棟
番
号
・
室
川

番
号
や
「

O
O
様
方
」
ま
で
、
詳
し
く
川

記
入
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

い

・
ゆ
ず
り
ま
す

交

通

機

関

、

祭

り

・

:

一

川

マ

ベ

ビ

ー
ラ

ッ
ク

三

千

五

百

円

i
パ
川
T
H
i
l
i
-
-
1
j
i
-
-」
川
マ
冷
蔵
庫

(
2
ド

ア

)

一

万

円

量三;凶
L
8す
一
一
一
一
一
-I

一
一
マ
全
自
動
洗
濯
機
一
万
円

l
i
f
-
-
!
i
j
j
i
i
l
i
-
-
i
!
?一
山
マ
電
気
温
蔵
庫
千
円

「
広
報
つ
え
だ
」
で
は
、
現
夜
、
マ
募
集
す
る
写
真
昭
和
四
十
年
代
一川

マ
都
市
ガ
ス
用
ス
ト
ー
ブ

五

百

円

H

フ
ォ
ト
な
つ
か
し
の
上
回
。
を
連
ま
で
の
写
真
で
、
当
時
の
上
田
の
姿
一い

マ
都
市
ガ
ス
用
レ
ン
ジ
無
料

お
正
月
に
は
、
た
く
さ
ん
の
年
賀
載
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
こ
に
や
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
が
よ
く
わ
か

一
山
マ
都
市
ガ
ス
用
瞬
間
湯
沸
器
七
千

状
を
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
掲
載
す
る
昔
の
写
真
を
募
集
し
て
い
る
も
の
。
(
例
え
ば
、
町
並
み
、
農
作
一川

円

す
。
そ
の
中
に
、
転
勤
や
転
居
な
ど
ま
す
の
で
、
秘
書
課
(
内
線

1
1
1

業
風
景
、
電
車
・
パ
ス
な
ど
の
交
通
一

川
マ

学

習

机

無

料

で
差
出
人
の
住
所
が
変
更
に
な
っ
て

2
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

機
関
、
祭
り
、
行
事
、
災
害
な
ど

)
一い

マ
食
器
戸
棚
無
料

い
る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
o

l

-

-
I

l

l

i-
-
l
i
l
l
l
i
--
i

l

l

l

i

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

L

川

マ

脚

立

五

千

円

!
iii!
jミ、、i!
!
!
iii!
i
!
、i
ti!
i、、11!
i
!
iiisiiFEss-i
叫

マ

座

い

す

無

料

川
マ
小
鳥
か
ご
五
百
円

い
マ
ス
キ
l

靴

(
お
代
ン)

千
円

叩
マ
ス
キ

l
板
(
即
日
ン
)

千

円

川
マ
婦
人
用
自
転
車
五
千
円

-
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

い
マ
サ
イ
ド
ボ
ー
ド

マ

ぶ

ら

ん

こ

小
マ
七
五
三
着
物

マ

子

ど

も

服

川
マ
洗
濯
機
(
二
槽
式
)

マ
テ
レ
ビ

川
マ
電
気
ミ
シ
ン
マ
石
油
ス
ト
ー
ブ

ぃ
マ
ス
ト
ー
ブ
ガ
ー
ド

川
マ
ベ

ッ
ド

(
シ
ン
グ
ル
、
二
段
)

川
マ
プ
ロ

パ
ン
用
湯
沸
器
、
ス
ト
ー
ブ

い
マ
ス
キ

l
靴

(
m
j
n
Hン)

叫
マ
ス
キ

l
板

(m
j
m
Hン)

川
・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

(内

山
線

1
3
9
0
)

「
わ
が
家
の
家
計
簿
」

体
験
談
を
募
集

マ
内
容
①
家
計
簿
を
つ
け
始
め

た
き
っ
か
け
と
記
帳
上
の
苦
心
や
ア

イ
デ
ア
②
家
計
簿
を
つ
け
た
こ
と
に

伴
う
生
活
の
変
化
③
家
計
簿
を
も
と

に
立
て
た
生
活
設
計
の
内
容
と
そ
の

実
現
の
た
め
の
工
夫
な
ど
マ
原
稿

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
で
月

別
支
出
内
訳
表
を
添
付
。
原
稿
に
は

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
家
族

一
覧
(氏
名
、
続
柄
、
年
齢
、
職
業
、

就
学
状
況
)
、
家
計
簿
記
帳
年
数
、
電

んや

ノ』

、'コ
1
j

一
乃
拘

史

書尚早巾

沢

(

マV
'

国
主

叫
ん

&
弘

ゃ

υ
ち
描
ー

直

則南

沢

(

立
国
唱

保健予防課
(内線1374)保健コーナー

話

番

号

を

明

記

マ

募

集

期

限

二

月
二
十
八
日

ωま
で

マ

応

募

先

干
捌
長
野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下

六
九
二
|
二
県
庁
県
民
生
活
課
内

県
貯
蓄
推
進
委
員
会
(
宮

0
2
6
2

@
o
l
-
-内
線

3
6
8
1
)

郵
便
局
か
ら

年
賀
状
で
住
所
録
の
整
理
を

-2月の乳幼児健康診査
受付時間 いずれも午後 1時-2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)。また、 1歳 6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の中にある健康

診査票を記入してお持ちください。

こ
の
機
会
に
、
受
け
取
っ
た
年
賀

状
で
住
所
録
の
整
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
場
合
、
新
住
所
や
郵
便
番
号
の

町
並
み
、

農
作
業
、

上田市保健センター(市役所南庁舎 2階)

健 E壬d人シ 実施日 対 象 ~日U 

2月7日 63年 9月16日-9月30日生
4か月児

2月21日 63年10月1日-10月15日生

10か月児
2月2日 63年 3月16日-3月31日生

2月23日 63年4月1日-4月15日生

2月1日 62年 7月16日-7月31日生
1歳6か月児

2月22日 62年 8月1日-8月15日生

3 歳児
2月3日 61年 1月1日-1月15日生

2月17日 61年 1月16日-1月31日生

塩田母子健康センター(塩田地区)

63年 9月16日-10月15日生

63年 3月16日-4月15日生

3 歳児 I2月6日※ I60年12月1日-61年1月31日生

※ 2月24日の予定でしたが、昭和天皇の「大喪の礼 l
=国葬二が行われ休日となるため、 2月6日に変更。

川西社会福祉センター(川西地区)

63年 9月16日-10月15日生

63年 3月16日-4月15日生

62年 7月16日-8月15日生

不
用
品
登
録
情
報

広按うえ万、 1.1.16 (9】



車の流れをスムーズに

交通管制センターを新設

(上田サブセンター)

長
野
県
警
察
で
は
、
上
田
市
内

の

交
通
渋
滞
の
緩
和
と
交
通
事
故
防
止

を
図
る
た
め
、
長
野
市
、
松
本
市
に

次
い
で
上
田
市
に
も
交
通
管
制
セ
ン

タ
ー

「
上
田
サ
ブ
セ
ン
タ
ー」

を
新

設
し
、
一
月
十
九
日
か
ら
運
用
を
開

始
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

上
回
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
は
大
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
、
通
行
す
る
自

動
車
の
台
数
に
応
じ
て
青
信
号
の
時

間
が
自
動
的
に
調
整
で
き
る
よ
う
に

改
良
し
、
無
駄
な
信
号
待
ち
を
な
く

す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
対
象
区
間
は
、

上
田
市
の
国
道
一
八
号
線
「
中
島
入

口
交
差
点
」
か
ら
市
内
を
通
り
「
大

屋
北
交
差
点
」

ま
で
、
国
道

一
四
三

号
線
「
上
田
橋
北
交
差
点
」
か
ら
鷹

匠
町
交
差
点
を
経
由
し
て
国
道
一
四

一
号
線
の
「
上
田
郵
便
局
北
交
差
点
」

ま
で
で
す
(
下
図
参
照
)。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
今
ま
で
よ
り
車
の
流
れ
が

ス

ム
ー
ズ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
交
通
事

故
も
減
少
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

道
路
交
通
情
報
板
下
塩
尻
と
東

部
町
の
二
箇
所
に
「
道
路
交
通
情
報

板
」
を
設
け
、
交
通
事
故
に
よ
る
通

行
止
め
や
渋
滞
か
発
生
し
た
場
合
、

こ
れ
を
使
っ
て
ド
ラ
イ
バ

ー
に
知
ら

せ
、
空
い
て
い
る
道
路

へ
う
回
・
誘

導
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

新
田
・
花
園
交
差
点
国
道
一
八

号
の
中
央
北

(新
田

)
交
差
点
と
中

央
西
一
・
二
丁
目
(
花
園
)
交
差
点

は
、
信
号
機
の
柱
に
「
時
差
式
信
号

機
」
と
標
示
さ
れ
、
上
り
(
東
京
)
幻

と
下
り
(長
野
)方
面
の
信
号
の
出
し

w

方
が
今
ま
で
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。
持

祢
津
街
道
入
口
交
差
点
(
国
道
一
配

八
号
の
常
国
三
丁
目
)
は
、
祢
津
街
国

道
の
県
道
側
が
時
差
式
に
。

信
金
本
庖
前
信
号
機

(国
道
一
四

一
号
)
は
、
押
ボ
タ
ン
式
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
歩
行
者
・
自
転
車
の
か

た
は
、
押
ボ
タ
ン
を
押
し
て
横
断
し

て
く
だ
さ
い
。

至
長
野
市

一

暗

い
夜
道
で
の
運
転
は
、
ど
う
し

一
て
も
歩
行
者
な
ど
の
発
見
が
遅
れ
、

一
大
変
危
険
で
す
。
次
の
点
に
注
意
し

一
て
、
安
全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ

一
①
見
え
て
い
る
つ
も
り
が
・
:
危
険

…
夜
は
、

昼
間
と
同
じ
よ
う
に
は
決

一
し
て
見
え
な
い
。

一
②
過
信
が
怖
い

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
灯

-
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
歩
行
者
の
姿
が

…
見
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
③
見
え
た
と
き
は
も
う
遅
い

ラ
イ
ト
の
照
射
範
囲
を
自
覚
し
て

一
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
④
突
然
狂
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目

腔
惑
や
グ

レ
ア
現
象

(
ド
ラ
イ
バ

一
!
の
目
か
ら
突
然
消
え
て
し
ま
う
)

一
の
ワ
ナ
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
。

三
子

T
E
i
f

一
⑤
発
見
さ
れ
に
く
い
夜
の
自
転
車

『一

-
仇
U
F
広
凶
勾

d
u
u司
η

-

自
分
か
ら
積
極
的
に
危
険
を
回
避

一
す
る
よ
う
に
。
自
転
車
の
無
灯
火
は

一
発
見
が
遅
れ
ま
す
。

一
⑥
危
険
な
歩
行
者
感
覚

-
歩
道
か
ら
車
道
に
出
る
と
き
は
、

一
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
に
。

交
通
管
制
上
回
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
で
調
整

さ
れ
る
対
象
区
間

広峨農道

上回国道工事事務所北

花
園

T?? 
田 容 ドf'1
警 斧 |央 |

言 自問上回郵便局北

古 川上回郵便局前
|丁 l
|目 l 信金本庖前

至
松
本
市

家
族
で
話
し
合
お
う

[10] 

交

通

安

全

広報うえだ 1.守.16 

夜
の
セ
ー
フ
テ
ィ

・

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

-サブセンターで調整される信号
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